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令和3年2月の状況。鋼製枠部を渓流水は表流しており、鋼製枠の内部を透過していない。床固工の水抜きからは上流部の堆砂敷で浸透し
た浸透水が湧出している。

下流左上流方向(鋼製枠表面を表流している) 床固工水叩部(油圧開閉弁あり)

上流谷止工 谷止工下部の床固工の堆砂状況

渓流水は鋼製枠表面を表流している

水質保全施設上部の床固工堆砂状況

(3)-2 下流施設-現地踏査結果
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(上流)
構造は下流部と変化なし。堆積石礫の粒径は、下流部よりも大きい。

構造図

下流から上流(2000年現在) 上流から下流(2000年現在)
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(4)-1 上流施設-施工当時の状況

流下・浸透方向

透過部(鋼製枠)

洪水時・目詰まり時湛水部
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構造は下流部と変化なし。堆積石礫の粒径は、下流部よりも大きい。

下流から上流方向

上流方向

(4)-2 上流施設-現地踏査結果

鋼製枠部 上流から下流方向

上流の床固工 上流床固工水抜きからの流水
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